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10
月
11
日
、
宮
之
城
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
祭
は
、
町
体
育
協
会
主

催
で
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、
20
支

部
（
公
民
館
）
の
18
チ
ー
ム
が
２
つ

の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
様
々
な
種
目

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

☆
Ａ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
神
子
支
部

　
準
優
勝
　
宮
之
城
屋
地
支
部

　
第
３
位
　
柏
原
支
部

☆
Ｂ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
平
川
支
部

　
準
優
勝
　
鶴
田
支
部

　
第
３
位
　
中
津
川
支
部

　　
躍
進
賞
　
船
木
支
部

Ａパート優勝：神子支部Ａパート優勝：神子支部

Ｂパート優勝：平川支部Ｂパート優勝：平川支部

力強い選手宣誓（柏原支部　本村　恕さん）力強い選手宣誓（柏原支部　本村　恕さん）

大接戦！どっちが勝った？

ゴールはまだかな～？

（もうすぐ１年生）

国民文化祭のイメージソング「タイムカプセル」に合わせて踊る佐志区女性部

そのままそのまま…入って！
（ねらいをさだめて）
そのままそのまま…入って！
（ねらいをさだめて）

やった～、勝ったよ～！（ジャンケン大会）やった～、勝ったよ～！（ジャンケン大会）

ゴール前で転倒！

アイテテテ

頑張る選手に応援の方々も
元気いっぱい応えます

なかなか呼吸が合わず
笑いが止まりません
なかなか呼吸が合わず
笑いが止まりません



収入率 支出率

49.0% 41.2%

23.7% 23.7%

42.5% 40.3%

74.5% 44.1%農業集落排水事業特別会計 3,435万円 2,035万1千円

後期高齢者医療特別会計 7,942万8千円 7,948万6千円

介護保険事業特別会計 13億8,902万円 13億1,809万円

特 別 会 計

国民健康保険事業特別会計

予　算 収入済額 支出済額

16億7,368万4千円19億8,881万4千円

4,613万1千円

3億3,502万7千円

32億7,102万9千円

40億5,971万1千円

15億583万円
20億8,743万6千円

7,750万1千円
1億6,937万2千円

9,859万1千円
1億8,936万5千円

3億1,667万4千円
13億3,348万2千円

7,401万9千円
12億4,135万8千円

2,220万4千円
3億9,672万4千円

9億9,445万3千円

100 20 30 40 50 60

20億8,430万1千円

0
9億2,900万円

41億853万8千円

53億9,280万8千円

町税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

諸収入

町債

その他

分担金・負担金

使用料・手数料

6,988万円
1億2,923万2千円

6億1,072万6千円
16億4,079万5千円

2億9,322万円
8億6,497万7千円

3億6,567万4千円
4億5,506万3千円

2億215万1千円
6億2,240万8千円

1,947万5千円
2億4,324万円

0
176万2千円

9億6,234万1千円
19億8,200万9千円

5億3,826万6千円
13億2,181万2千円

3億4,559万7千円
12億33万2千円

1億9,682万1千円
13億2,379万7千円

13億9,894万1千円

40億3,841万9千円

50 10 15 20 25 30 35 4540

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

災害復旧費

農林水産業費

収入済額
予算額

収入済額 71億9,781万円
収入率　 52.1％

■収入

支出済額
予算額

支出済額 50億309万2千円
支出率 　36.2％

■支出

156億3,019万8千円

2,074万5千円

32億4,180万6千円

2,074万5千円 －

5,130万円 4,441万8千円 688万2千円

31億6,946万8千円 7,233万8千円

142億8,818万1千円 13億4,201万7千円

38億4,411万8千円 35億1,525万8千円 3億2,886万円

3億2,969万4千円 3億2,673万8千円 295万6千円

差引額区　　分 歳入（収入）総額 歳出（支出）総額

一般会計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

介護サービス事業

農業集落排水事業

特
別
会
計

町税（固定資産税など）

24億6,799万2千円 15.8%

その他
（使用料・手数料など）
12億9,810万3千円
8.3%

諸収入（雑入など）
4億1,003万円
2.6%

繰越金
7億327万円
4.5%

地方交付税
（国からの配分）

62億9,606万3千円
40.3%

16.9%

出金国・県支出金

8万6千円26億3,588万6千円

町債（借金）

13億1,907万6千円
8.4%

譲与税・交付金
4億9,977万8千円

3.2%

民生費
41億2,110万8千円

28.9%

総務費
27億7,463万2千円

19.4%公債費
21億7,451万5千円

15.2%
農林水産業費

11億677万6千円
7.8%

教育費
10億8,352万9千円

7.6%

土木費
10億316万1千円

7.0%

商工費
1億5,163万円

1.1%

災害復旧費
1億4,723万6千円 1.0%

議会費
1億2,039万3千円

0.8%

0.0%
労働費
77万円

消防費

5.2%
7億4,240万円

衛生費

6.0%
8億6,203万1千円

131.1%

111.3%

95.1%

50.7%

31.7%
21.9% 16.8%

5.2%
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将来負担比率の推移

19.5% 18.5% 18.0% 16.6%

15.5%
13.6%

11.6%
9.3%
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実質公債費比率の推移

上水道事業 第２上水道事業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

科　目
予算額

1億5,148万7千円

1億3,228万円

4,442万2千円

1億6,578万円

7,643万6千円

7,003万9千円

117万6千円

2,169万2千円

50.4％

53.0％

2.6％

13.1％

2億8,540万5千円

2億7,593万6千円

1億1,719万7千円

2億4,010万6千円

1億3,837万8千円

1億2,437万1千円

4,011万2千円

7,407万5千円

48.4％

45.1％

34.2％

30.9％

執行額 執行率 予算額 執行額 執行率

■水道事業会計予算執行状況

(億円)(億円)

広報さつま５ ４広報さつま

　補正予算の主な内容は、台風15号（８月25
日）における被災施設の修繕等による災害復
旧経費をはじめ、道路舗装修繕工事等による
道路維持費となっています。

　上半期（９月末）の一般会計予算執行状況は、収入額が
71億9,781万円、支出額が50億309万2千円となっています。
　収入については、国からの地方交付税が上半期の大半を占
めます。支出では、社会福祉経費等による民生費や地方債
（借金）の返済に充てる公債費が多くなっています。

※指定介護予防支援事業所である、さつま町地域包括支援センターの運営委託により、介護サービス事業特別会計は平成26年度末で廃止。

平成26年度における一般会計及び特別会計の決算額は、次のとおりです。

地方債等（借入金）の返済額が町税や交付税などの

標準的な収入に対してどれくらいの割合になるのか

を指標化し、３か年分を平均したもの。

借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の割

合が、町税や交付税などの標準的な収入に対してど

れくらいの割合になるのかを指標化したもの。

　歳入156億3,019万8千円を費目別にみると、町税な
どの自主財源が31.2％（48億7,939万5千円）、地方交
付税や国・県支出金などの依存財源が68.8％（107億
5,080万3千円）となっています。

　歳出142億8,818万1千円では、高齢者・児童などへの
福祉関係経費である民生費が28.9％（41億2,110万8千
円）と最も高く、次いで税務や戸籍などへの経費である
総務費が19.4％（27億7,463万2千円）となっています。

予算総額
■一般会計予算執行状況

■補正予算

補正予算額

■特別会計予算執行状況

※後期高齢者医療特別会計における収支の不足分については、一般会計から流用します。

　特別会計＝特定の目的のための会計で、国民健康保険税や介護保険料など特定の収入があり、一般会計とは別にその収入・支出を管理します。

■決算状況

■一般会計歳入・歳出の費目別割合

歳入 歳出

平成25年度決算と比較して

2.3％改善しました

（参考：平成26年度決算）

　全国市区町村平均：8.0％　　県内市町村平均：8.4％

平成25年度決算と比較して

1 1.6％改善しました

（参考：平成26年度決算）

　全国市区町村平均：45.8％　県内市町村平均：26.1％

■健全化判断比率等



■収益的収支（経常的な運営経費）

上 水 道 事 業

営業費用等
4,507万円

減価償却費
4,908万3千円

職員給与
2,338万6千円

借入金利息
643万1千円

純利益
1,773万
6千円

その他の収入
1,039万4千円

水道料金　1億3,131万2千円

■資本的収支（水道施設整備など投資的経費）

建設改良費　1億6,373万8千円

補助金
2,837万6千円

負担金
291万2千円

損益勘定留保資金
積立金等6,153万2千円

企業債　9,570万円

借入金償還金
2,478万2千円

収入（1億4,170万6千円）

支出（1億2,397万円）

収入（1億2,698万8千円）

支出（1億8,852万円）

■収益的収支（経常的な運営経費）

■資本的収支（水道施設整備など投資的経費）

減価償却費
1億2,587万5千円

借入金利息
1,997万2千円

職員給与
3,113万6千円

営業費用等
7,868万8千円

純利益
2,161万
1千円

その他の収入
5,271万2千円

水道料金　2億516万5千円

繰入金
1,940万5千円

建設改良費
5,460万6千円

借入金償還金
1億2,366万8千円

損益勘定留保資金・積立金等
1億321万5千円

負担金等
1,148万1千円

繰入金
6,357万8千円

収入（2億7,728万2千円）

支出（2億5,567万1千円）

収入（7,505万9千円）

支出（1億7,827万4千円）

簡易水道事業（現在の第２上水道事業）

広報さつま７ ６広報さつま

１　

生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
っ
て
い
る
、
テ
レ

ビ
視
聴
や
ゲ
ー
ム
等
を
す
る
時
間
が
短
い
、

家
の
人
と
学
校
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
す

児
童
生
徒
の
学
力
が
高
い
と
い
う
分
析
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
学
力
の
二
極
化
も
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　

家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多

く
と
れ
る
環
境
作
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

２　

宿
題
、
復
習
等
を

中
心
と
し
た
家
庭
学

習
が
よ
く
で
き
て
い

る
児
童
生
徒
が
多
い

で
す
。
ぜ
ひ
、
励
ま

し
や
見
届
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

１　

結
果
を
詳
し
く
分
析
し
、
学
力
向
上
策

を
検
討
し
、
各
学
校
が
共
通
し
て
実
践
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

２　

小
・
中
・
高
校
が
連
携
し
た
取
組
を
今

後
も
継
続
し
て
実
践
す
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

３　

各
学
校
で
学
力
向
上
を
め
ざ
し
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
授
業
改

善
に
努
め
ま
す
。　

・
考
え
を
整
理
し
、
文
章
に
ま
と
め
る
な
ど

「
書
く
」
活
動
を
重
視
し
ま
す
。

・
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
「
表
現
す

る
」
活
動
を
重
視
し
ま
す
。

・
自
分
の
考
え
を
高
め
、
広
げ
る
た
め
に
、

自
分
の
考
え
と
他
の
考
え
を
比
較
し
て
考

え
る
等
の
「
話
合
い
」
活
動
を
重
視
し
ま

す
。

・
補
充
問
題
や
発
展
問
題
等
、
「
学
力
の
定

着
を
図
る
」
活
動
を
重
視
し
ま
す
。

　

４
月
に
文
部
科
学
省
が
、
全
国
全
て
の
小
学
校
６
年
生
及
び
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に

実
施
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に
つ
い
て
、結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
が
、
本
町
の
学
力
の
全
て
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

次
の
よ
う
な
取
組
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
、
学
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
学
校
と
家
庭
が
連

携
し
な
が
ら
継
続
的
な
取
組
が
な
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
26
日
か
ら
27
日
の
２
日
間
、
鹿
児
島
大
学

離
島
へ
き
地
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
第

６
回
地
域
医
療
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
２
０
１

５
in
さ
つ
ま
町
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
住
民
と
の

交
流
を
通
し
て
地
域
社
会
を
知
る
こ
と
で
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
鹿
児
島
大
学
主
催
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

医
学
科
・
保
健
学
科
・
歯
学
科
の
学
生
の
ほ
か
、

福
岡
市
の
第
一
薬
科
大
学
か
ら
も
参
加
が
あ
り
学

生
17
人
と
嶽
﨑
俊
郎
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ

ッ
フ
の
計
27
人
が
本
町
を
訪
れ
、
住
民
と
の
交
流

を
通
じ
て
地
域
医
療
の
現
場
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
本
町
歯
科
医
師
等
に
よ
る
医
療
現
場

の
現
状
を
中
心
と
し
た
講
演
会
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
受
入
農
家
で
の
そ
ば
打
ち
・
キ
ノ
コ

木
の
整
理
な
ど
汗
を
流
し
て
の
現
地
体
験
・
宿
泊

な
ど
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
住
民
の
家
を
訪
問

し
、
暮
ら
し
・
医
療
・
町
の
良
さ
、
病
気
等
の
悩

み
な
ど
町
民
の
生
の
声
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で

聴
収
す
る
地
域
診
断
が
行
わ
れ
、
本
町
の
暮
ら
し

や
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
、
大
学
や
県
に
対
し
て
活
動
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

今
後
、
地
域
医
療
を
志
す
学
生
の
取
り
込
み
に
向

け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

①そば打ち体験。自分で打っ

たそばは最高‼
②台風15号で倒れたシイタ

ケのほだ木を並べ直しまし

た。

③町民にインタビュー形式で

質問する地域診断。町の良

さや暮らし、病気などにつ

いて伺いました。

④竹林整備も体験。大きな竹

にビックリ！

平成27年度 全国学力・学習状況調査　結果

【
町
教
育
委
員
会
・
各
学
校
の
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
取
組
】

【
家
庭
へ
の
お
願
い
】

結果の

概　要

　小学校６年生は全国平均並み、中学校３年生は全国平均から少し下回ると

いう結果になっています。さらに、次のような傾向も見られます。

１　全国に比べ、８割以上の得点者が少ない。

２　全国や県と比べ、国語の「活用する力」（Ｂ問題）に伸びが見られる。

３　全国と比べ、算数・数学、理科の「活用する力」（Ｂ問題）に課題がある。

２

１

３

４

　水道事業は、皆様からいただいた水道料金を主な
財源として、独立した会計で運営しています。
　平成２６年度の決算においては、上水道事業１,７
７３万６千円、簡易水道事業（現在の第２上水道事
業）２,１６１万１千円の当年度純利益となりました。

　また、町内に点在する水源地などの施
設を一元的に監視できる「中央監視シス
テム」の導入に着手しました。今後とも
水道事業に対する一層のご理解とご協力
をお願いいたします。

※簡易水道事業は、平成 27 年４月から「第２上水道事業」となりました。

※資本的収入の不足分は、損益勘定留保資金（減価償却費などの現金支出を伴わない経費を蓄積した資金）及び積立金等で補てんしました。

た
け
ざ
き
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８
月
20
日
と
22
日
、
九
州
電
力

株
式
会
社
川
内
営
業
所
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
作
業
が
佐
志
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
が
社
会
奉
仕
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
、
今
回
は
鹿
児
島

電
気
サ
ー
ビ
ス
、
川
薩
電
気
工
事

工
業
協
同
組
合
宮
之
城
支
部
も
参

加
し
、
計
27
人
が
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

作
業
員
は
高
所
作
業
車
４
台
を

使
い
、
普
段
手
入
れ
が
届
か
な
い

校
庭
の
せ
ん
だ
ん
の
木
や
桜
の
木

の
枝
払
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
、
鶴
田
小
学
校
で
宮

之
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
員

12
人
）
に
よ
る
図
書
費
贈
呈
が
行

わ
れ
、
白
石
和
弘
会
長
か
ら
６
年

生
の
神
上
園
隆
晴
さ
ん
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
毎
年
町
内
の
小
規

模
校
に
図
書
費
を
贈
呈
し
て
お
り
、

白
石
会
長
は
「
本
を
た
く
さ
ん
読

ん
で
い
た
だ
き
、
思
い
や
り
の
あ

る
心
を
持
っ
た
大
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
神
上
園
さ
ん
は
、

「
寄
附
し
て
く
だ
さ
る
気
持
ち
を

大
切
に
本
を
購
入
し
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
本
を
読
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
、
神
子
愛
林
同
好
会

が
結
成
60
年
を
迎
え
、
記
念
式
典

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
昭
和
31
年
に
地
元
の

有
志
19
人
で
発
足
し
、
現
在
会
員

13
人
。
県
内
に
61
あ
る
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
最
も
古
い
団

体
で
す
。
毎
年
２
月
と
９
月
の
山

神
祭
の
際
に
研
修
や
情
報
交
換
会

を
行
い
、
地
域
の
林
業
振
興
の
た

め
活
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
材
価
格
の
低
迷
や
高
齢
化
・

後
継
者
問
題
な
ど
課
題
が
山
積
す

る
中
で
、
会
長
の
大
庭
慶
男
さ
ん

は
「
先
輩
か
ら
引
き
継
い
で
き
た

こ
の
会
を
続
け
、
み
ん
な
が
視
察

に
訪
れ
る
よ
う
な
山
に
し
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
、
県
庁
講
堂
で
平
成

27
年
度
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県

体
育
協
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本

町
か
ら
、
福
留
國
光
さ
ん
（
中
津

川
）
と
二
階
堂
克
己
さ
ん
（
宮
之

城
屋
地
）
の
２
人
が
体
育
功
労
者

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
留
さ
ん
は
、
県
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
理
事
な
ど
を
約
35
年
間
、

二
階
堂
さ
ん
は
町
陸
上
競
技
協
会

審
判
部
長
な
ど
を
約
30
年
間
務
め

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
普
及

と
発
展
、
後
進
の
指
導
等
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
も
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

顕
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
か
ら
「
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
最
重

点
項
目
と
し
て
始
ま
っ
た
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
取
組

で
、
24
日
に
町
内
各
地
で
５
０
０

人
街
頭
総
立
哨
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
安
全
推
進
機
関

だ
け
で
な
く
、
広
く
町
民
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
通
学
す
る
児
童
、
生
徒

や
出
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

高所作業車を使った剪定作業でキレイになりました

宮之城ロータリークラブ会員と鶴田小６年生

神子愛林同好会結成60周年記念式典の様子

表彰を受けた二階堂さんと福留さん（右）

宮之城鉄道記念館前での立哨

　

９
月
29
日
、
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
に
よ
る
、
第
10
回
町

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
宮
之
城
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
の
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
14
チ
ー
ム
の
約
３
０
０
人

が
参
加
し
、
輪
投
げ
や
玉
入
れ
な

ど
８
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
は
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
で
、
選
手
の
皆
さ
ん
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
動
き
に
、
元
気
な
声
援

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
船
木
東
チ
ー
ム
と
準

優
勝
の
湯
田
チ
ー
ム
は
、
10
月
に

薩
摩
川
内
市
で
行
わ
れ
た
川
薩
地

区
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
、
新
生
み
か
ん
生
産

組
合
（
福
岡
喜
一
郎
組
合
長
ほ
か

５
人
）
の
新
生
み
か
ん
（
極
早

生
）
の
出
荷
式
が
広
瀬
の
新
生
団

地
で
行
わ
れ
、
２
５
０
ケ
ー
ス
が

出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
組
合
員
６
人
が
栽
培
を

行
い
、
50
ト
ン
の
出
荷
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
今
年
は
台
風
15
号
の

被
害
も
受
け
ま
し
た
が
、
例
年
と

変
わ
ら
ぬ
出
来
で
大
玉
傾
向
で
す
。

　

極
早
生
み
か
ん
は
10
月
い
っ
ぱ

い
、
11
月
は
早
生
み
か
ん
、
来
年

の
１
月
か
ら
は
メ
イ
ン
の
十
万
み

か
ん
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。

　

販
売
は
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
や

町
内
の
直
売
所
な
ど
で
行
わ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま 

☎
（
53
）
１
１
２
１ 

ま
で
。

ボールが入るかドキドキ

新生みかん、おいしいよ！

　９月23日、第17回柊野ひがん花祭

りが開催されました。

　当日は好天に恵まれ、県内外からの

多くの来場者は、柊野の田園風景を彩

るひがん花の大群落に秋の訪れを感じ

ながら散策を楽しみました。コースの

途中では、今年度で閉校となる柊野小

学校の児童による史跡ガイドも行われ、

参加者は熱心に聞き入っていました。

　メイン会場の柊野小学校校庭では、

郷土料理の味噌びら弁当が600食限

定で販売され、あっという間に完売。

毎年恒例の勇壮な棒踊りに加え、中津

川地区の弓之尾恵友会による手踊りな

どの郷土芸能等も披露され大変賑わい

ました。

　また、鹿児島国際大学３・４年生

23人が児童と一緒にソーラン節を披

露。４年生の兒玉愛子さんは、「今日

の演技で最後だったので、５月に行わ

れた運動会を思い出し、心を込めて踊

りました」と話してくれました。

ひがん花祭り
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第
４
回
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
IN
か
ぐ
や
姫
交
歓
大
会
が
、
10

月
６
日
に
北
薩
広
域
公
園
か
ぐ
や

姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
１
３
２
チ
ー
ム
６
６
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
観
光
特
産
品

協
会
主
催
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
技
術
向
上
と
、
交
流
人
口
の

拡
大
で
町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、
好
プ
レ
ー
の
連
続

で
見
応
え
の
あ
る
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　

　

会
場
周
辺
で
は
町
特
産
品
の
販

売
や
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
、
第
13
回
川
薩
地
区

中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
藺
牟
田

池
で
開
催
さ
れ
、
町
内
全
て
の
中

学
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
学
校
の
代
表
と

し
て
１
秒
で
も
速
く
た
す
き
を
つ

な
ご
う
と
懸
命
に
走
っ
て
い
ま
し

た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
宮
之
城
中

学
校
男
子
と
薩
摩
中
学
校
女
子
が

上
位
４
位
以
内
の
成
績
で
、
11
月

に
指
宿
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
大
会
結
果
》

■
男
子
（
６
区
間
21
．
２
㎞
）

　

第
２
位　

宮
之
城
中
学
校

　

第
７
位　

鶴
田
中
学
校

　

第
９
位　

山
崎
中
学
校
Ａ

　

第
13
位　

薩
摩
中
学
校

　

第
21
位　

山
崎
中
学
校
Ｂ

■
女
子
（
５
区
間
12
．
８
㎞
）

　

第
４
位　

薩
摩
中
学
校

　

第
６
位　

宮
之
城
中
学
校

　

第
９
位　

鶴
田
中
学
校

　

第
11
位　

山
崎
中
学
校

　

10
月
６
日
、
盈
進
小
学
校
で
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
６
年
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
男
女
共
同
参
画
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
髙
﨑
恵
さ
ん
を
迎

え
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
・
の
ぞ
か
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
の
も
と
、
同
じ

指
示
を
聞
い
て
絵
を
描
く
活
動
を

し
ま
し
た
。
完
成
し
た
絵
は
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、
人
に
よ
っ
て

感
じ
方
や
考
え
方
、
や
り
方
に
違

い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
大
切
さ

を
学
習
し
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
、
町
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
（
内
村
正
子
会
長
は
じ
め

８
団
体
16
人
）
が
、
議
員
と
語
る

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
構
成
団
体
の
活
動
紹
介

の
後
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
学
校
統
廃
合
後
の
諸
問
題
」

に
つ
い
て
は
、
跡
地
活
用
は
地
域

と
行
政
が
話
し
合
い
を
重
ね
時
間

を
か
け
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
、
「
婚
活
・
子
育
て

（
人
口
減
問
題
）
」
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

事
に
し
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え

て
い
く
こ
と
や
、
企
業
誘
致
と
併

せ
て
住
ん
で
も
ら
え
る
町
に
す
る

工
夫
が
大
事
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
の
活
動
内
容
や
考
え
を
直

接
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
協

議
会
の
活
動
が
更
に
推
進
さ
れ
る

実
り
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
か
ら
千
葉
県
で
開
催

さ
れ
る
第
53
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
に
、
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

か
ら
４
人
の
生
徒
が
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

　

技
能
五
輪
は
、
特
定
の
技
能
を

身
に
つ
け
た
満
23
歳
以
下
の
若
手

技
能
者
た
ち
が
技
能
レ
ベ
ル
の
日

本
一
を
競
い
ま
す
。
大
会
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
機
械
組
立
て
な
ど

41
職
種
に
約
１
２
０
０
人
が
参
加

し
、
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

建
築
大
工
部
門
に
出
場
す
る
森

野
昂
平
さ
ん
は
、
「
こ
の
大
会
へ

の
出
場
は
今
回
が
最
初
で
最
後
。

入
賞
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

《
出
場
選
手
》
敬
称
略

■
建
築
大
工
部
門
　

建
築
工
学
科
２
年　

上
山　

翔

　
　
　
　
　
　
　
　

森
野　

昂
平

■
家
具
部
門

室
内
造
形
科
２
年　

松
久
保
龍
生

　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

直
斗

　10月３日、姶良中央家畜市場で、第64回
鹿児島県畜産共進会が開催されました。
　共進会は、県内11地区から肉用牛73頭が
出品され、改良重点項目である体型面と管
理面の改善点について審査されました。
　薩摩地区からは、川薩畜産共進会で選出
された８頭（本町６頭）が出場しました。
　個人・団体成績は、次のとおりです。

最優秀賞４席に輝いた父系群３頭１組（父牛＝幸紀雄の組）

活発な意見交換がなされました

若雌１区

よしみ１号

りき号

こう169号

いわいひめ14号

第１あられ号

こはる48号

名　号

成雌区

父系郡

父系郡

父系郡

種　目

若雌２区

徳重　真生

出品者

徳重　真生

徳重　真生

徳重　真生

羽子田ひとみ

徳重　真生

最優秀賞７席

優秀賞

成　績

最優秀賞７席

最優秀賞７席

最優秀賞７席

最優秀賞７席

若雌１区

よしみ１号

りき号

こう169号

いわいひめ14号

第１あられ号

こはる48号

名　号

成雌区

父系群

父系群

父系群

種　目

若雌２区

徳重　真生

出品者

徳重　真生

徳重　真生

徳重　真生

羽子田ひとみ

徳重　真生

最優秀賞７席

優秀賞

成　績

最優秀賞４席

最優秀賞４席

最優秀賞４席

最優秀賞６席

若雌１区

ボールの行方が気になります

どんな絵が描けたかな？

左から川村さん、松久保さん、森野さん、上山さん

　９月20日、中津川地区の大石神社
で恒例の金吾様踊りが奉納されました。
　大石神社は、織田・豊臣時代に、こ
の地域を治めていた「金吾さあ」こと
祁答院島津家初代・島津歳久（島津宗
家15代当主・貴久の三男）を祀って
います。その秋季大祭で奉納されるの
が金吾様踊りです。
　当日は、地割り舞、六尺棒踊り、兵
児踊り、三尺棒踊り、鷹刺し踊り、虚
無僧踊りが奉納されました。また、招
待団体として柊野区郷土芸能保存会に
よる棒踊りも奉納され、一糸乱れぬ踊
りに訪れた見物客からは大きな拍手が
送られました。
　このほか、恵光保育園園児による子
どもハンヤや中津川小学校児童による
子ども神輿・俵踊りなど多くの子ども
たちも参加し、地域の伝統行事を盛り
上げました。

《団体成績》

　地区別共進会団体成績　第４位　薩摩地区
　地区別団体知事賞成績　第４位　薩摩地区

《個人成績》敬称略

ルビ 1
あり
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９
月
27
日
、
本
町
が
友
好
交
流

協
定
を
結
ぶ
青
森
県
鶴
田
町
で
、

鶴
田
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
日
髙
町
長
、
東
教
育

長
並
び
に
舟
倉
議
長
を
は
じ
め
議

会
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

鶴
田
町
は
、
昭
和
30
年
３
月
に

旧
鶴
田
町
、
旧
水
元
村
、
旧
六
郷

村
、
旧
梅
沢
村
の
１
町
３
村
が
合

併
し
誕
生
。
記
念
式
典
で
は
、
相

川
正
光
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

鶴
田
町
誕
生
以
来
、
様
々
な
難
局

を
町
民
と
共
に
乗
り
越
え
て
こ
ら

れ
た
記
念
映
像
や
未
来
を
語
る
子

ど
も
た
ち
の
作
文
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
本
町
の
役
場
職
員
内
村
千

鶴
さ
ん
も
参
加
し
、
鶴
田
町
の
太

鼓
の
会
の
方
々
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
五
ッ
太
鼓
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
26
日
に
は
、
鶴

田
町
役
場
を
訪
れ
、
合
併
60
周
年

の
記
念
品
と
し
て
「
薩
摩
切
子
盃

六
客
揃
え
」
を
相
川
町
長
へ
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
両
町
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
は
じ
め
、

人
的
・
物
的
両
面
で
新
た
な
事
業

を
計
画
し
、
人
材
育
成
や
地
域
産

業
の
活
性
化
に
繋
が
る
交
流
を
深

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

９
月
24
日
、
柊
野
小
学
校
で

「
文
化
庁
の
文
化
芸
術
に
よ
る
子

供
の
育
成
事
業
」
が
行
わ
れ
、
児

童
や
住
民
な
ど
約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
Ｋ
＠
Ｉ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
が
授
業
を

行
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
や
シ
ガ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
水
晶

玉
を
宙
に
浮
か
せ
る
プ
ロ
の
技
を

次
々
に
披
露
し
、
来
場
者
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
や
教
職
員
、
住
民

も
Ｋ
＠
Ｉ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
か
ら
指
導
を

受
け
、
中
国
ゴ
マ
や
シ
ガ
ー
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
今
村
愛
実
さ
ん
は

「
中
国
ゴ
マ
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、

一
番
面
白
か
っ
た
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｋ
＠
Ｉ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
が（
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
）覚
え
て

見
せ
た
り
教
え
た
り
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
、
笑
い
や
感
動
を
届
け
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
鶴
田
小
学
校
・
幼

稚
園
・
校
区
合
同
運
動
会
が
開
催

さ
れ
、
町
制
10
周
年
を
祝
う
記
念

種
目
「
祝
さ
つ
ま
町
10
周
年
世
代

を
超
え
て
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
種
目
で
は
、
町
が
誕
生
し

た
年
に
生
ま
れ
た
４
年
生
が
親
・

祖
父
母
と
３
人
１
組
に
な
り
、
校

区
内
の
恒
例
行
事
「
龍
舟
祭
」
の

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
を
描
い
た
ボ
ー

ド
を
持
っ
て
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
民
音
頭
が
流
れ
る
中
、

大
人
用
の
雨
靴
を
履
い
た
先
頭
の

４
年
生
は
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
会
場

で
は
大
き
な
声
援
と
笑
い
声
が
飛

び
交
い
、
10
周
年
を
校
区
民
一
同

で
祝
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

３世代で一生懸命走りバトンをつなぎます

右
か
ら
鶴
田
町
の
出
町
議
長
、
相
川
町
長
、

日
髙
町
長
、
舟
倉
議
長
。

中
央
は
鶴
田
町
へ
贈
呈
し
た
「
薩
摩
切
子

盃
六
客
揃
え
」

　10月12日、神子地区の川内川で田渕政春さん

（鶴田）が雷魚を３匹釣り上げました。うち１匹

は長さが84cmで胴回りが35cmあり、残り２匹

も長さ65cm。長年漁をしている田渕さんもその

大きさにビックリ。川から自宅まで持ち帰るのが

一苦労だったそうです。

　雷魚は元々日本にはいなかった外来魚で、魚類

や両生類、昆虫や

甲殻類など何でも

食べる雑食性。

　現在、ブラック

バスやブルーギル

などの外来魚が増

えて、今年は鮎が

ほとんど獲れなか

ったそうです。

　藺牟田池での外

来魚駆除にも参加

される田渕さん。

「外来魚は釣った

ら、放流しないで

くださいね」と話

されました。

Ｋ＠ＩＴＯさんから指導を受ける児童

平川小学校平川小学校

泊野小学校泊野小学校

紫尾小学校紫尾小学校

白男川小学校白男川小学校
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10
月
16
日
、
審
査
会
が
行
わ
れ
、

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
全
２
部
門
に
８
６
１
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入
選
以
上

の
受
賞
作
品
は
、
11
月
18
日
ま
で

宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
本
館
ロ
ビ

ー
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
、
２
月
開
催
の
町
民
大
会
で

表
彰
を
行
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　

10
月
７
日
、
宮
之
城
総
合
運
動

公
園
で
町
制
10
周
年
記
念
第
11
回

町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
14
校
の
５
・
６
年
生
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
児
童
た
ち
は
学

校
で
の
練
習
の
成
果
を
力
一
杯
発

揮
し
、
自
己
記
録
を
更
新
す
る
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま

し
た
。
各
種
目
の
１
位
と
大
会
新

記
録
・
タ
イ
記
録
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

《
５
年
》

■
女
子
１
０
０
ｍ
走　
　

15
秒
１ 

　

沖
田 

萌
々
（
盈
進
）※

タ
イ
記
録

■
男
子
１
０
０
ｍ
走　
　

15
秒
７

　

冨
松 

湖
太
郎
（
盈
進
）

■
女
子
８
０
０
ｍ
走　

２
分
57
秒
９

　

白
石 

帆
奈
海
（
盈
進
）

■
男
子
８
０
０
ｍ
走　

２
分
49
秒
０

　

德
留 

洸　

（
山
崎
）

■
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

沖
田 

萌
々
・
白
石 

帆
奈
海

　

外
越 

由
美
花
・
今
村 

美
優

　
　
　
　

（
盈
進
）
１
分
04
秒
２

■
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

有
川 

剣
・
冨
松 

湖
太
郎

　

北
田 

大
毅
・
吉
永 

周
平

　
　
　
　

（
盈
進
）
１
分
03
秒
１

■
女
子
走
り
幅
跳
び　

３
ｍ
08
㎝

　

外
越 

由
美
花
（
盈
進
） 

■
男
子
走
り
幅
跳
び　

３
ｍ
54
㎝

　

冨
松 

湖
太
郎
（
盈
進
）

■
女
子
走
り
高
跳
び
　※

新
記
録

　

大
囿 

未
来
（
盈
進
）
１
ｍ
21
㎝

　

沖
田 

萌
々
（
盈
進
）
１
ｍ
18
㎝

■
男
子
走
り
高
跳
び　

１
ｍ
15
㎝ 

　

本
村 

一
志
（
柏
原
）

《
６
年
》

■
女
子
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走　

11
秒
６

　

小
囿 

優
香
（
盈
進
）

■
男
子
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走　

11
秒
６

　

桑
園 

涼
輔
（
山
崎
）

■
女
子
１
０
０
ｍ
走　
　

16
秒
３

　

竹
之
内 

風
香
（
盈
進
）

　

鬼
塚 

莉
杏
（
盈
進
）

■
男
子
１
０
０
ｍ
走
　　

15
秒
２

　

中
村 

好
紀
（
柏
原
）

■
女
子
８
０
０
ｍ
走
　
２
分
52
秒
５

　

久
保 

文
乃
（
中
津
川
）

■
男
子
８
０
０
ｍ
走　

２
分
49
秒
０

　

松
永 

燎
哉
（
盈
進
）

■
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

平
山 

愛
唯
・
鬼
塚 

莉
杏

　

小
囿 

優
香
・
竹
之
内 

風
香

　
　
　
　

（
盈
進
）
１
分
05
秒
２

■
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

太
田 

虎
次
朗
・
松
永 

燎
哉

　

永
田 

慎
治
・
松
本 

康
世

　
　
　
　

（
盈
進
）
１
分
03
秒
０

■
女
子
走
り
幅
跳
び　

３
ｍ
51
㎝

　

平
山 

愛
唯
（
盈
進
）

■
男
子
走
り
幅
跳
び　

３
ｍ
80
㎝

　

中
村 

好
紀
（
柏
原
）

■
女
子
走
り
高
跳
び　

１
ｍ
23
㎝

　

内
山 

花
色
（
盈
進
）

■
男
子
走
り
高
跳
び　

１
ｍ
20
㎝

　

前
囿 
魁
音
（
盈
進
）

　

10
月
10
日
、
北
薩
広
域
公
園
で

第
28
回
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
秋
の
夜
空
の
下
で
音
楽

を
楽
し
も
う
と
集
ま
っ
た
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
盈
進
小
学

校
、
鶴
田
中
学
校
、
宮
之
城
中
学

校
、
く
ま
き
ち
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

Ｂ
Ｍ
み
や
の
じ
ょ
う
、
宮
之
城
吹

奏
楽
団
の
６
団
体
が
出
演
し
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

恒
例
の
参
加
団
体
全
員
に
よ
る

合
同
演
奏
で
は
、
幅
広
い
年
齢
の

音
楽
家
が
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に

並
び
、
息
の
合
っ
た
迫
力
あ
る
見

事
な
演
奏
に
、
会
場
全
体
が
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

迫力ある合同演奏

５年男子400ｍリレー

６年男子走り高跳び

５年女子100ｍ走

作品を作る帖佐氏

役場１階に展示中の

作品「田園」

★
自
由
部
門

　

「
け
ん
び
鏡
で
見
た
よ
」

　

小
野
原  

幸
星
（
求
名
小
５
年
）

★
テ
ー
マ
部
門

　

「
私
た
ち
の
学
校
の
玄
関
」

　

高
木　

ナ
ナ
（
求
名
小
６
年
）

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

第
18
回

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
８
３
）

　

高
齢
の
方
は
役
場
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
２
階
商
工
観
光
課
商
工

　

振
興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

・
土
日
の
相
談
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

１
８
８
へ
（
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
格
安
航
空
券
を
検
索
、
旅

行
会
社
の
サ
イ
ト
か
ら
申
込
み
、
６
万
円
を
振
り

込
ん
だ
。
航
空
券
は
出
発
予
定
日
の
３
日
前
に
届

く
約
束
だ
っ
た
が
、
前
日
に
な
っ
て
も
届
か
ず
業

者
に
電
話
し
て
も
誰
も
出
な
い
。
仕
方
な
く
航
空

会
社
に
電
話
し
た
ら
、
予
約
は
あ
る
が
業
者
か
ら

入
金
が
な
い
た
め
発
券
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

注
意
点

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
は
、
旅
行
業

　

登
録
業
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
受
付
や
問
い
合
わ

　

せ
体
制
、
契
約
条
件
な
ど
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
旅
行
業
登
録
業
者
で
あ
れ
ば
、
倒
産
な
ど
で
契

　

約
内
容
が
実
行
さ
れ
な
い
場
合
、
保
証
金
制
度

　

に
よ
り
支
払
っ
た
お
金
が
戻
っ
て
く
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
（
参
考
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・
見

　

守
り
新
鮮
情
報
２
２
７
号
）
。

　

ス
ー
パ
ー
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
ら
旅
行
に

当
選
し
、
バ
ス
旅
行
に
行
っ
た
。
そ
の
途
中
、
バ

ス
が
宝
石
店
に
停
ま
り
、
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
え
ば

記
念
品
が
も
ら
え
る
と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
勧
め

ら
れ
る
ま
ま
に
20
万
円
の
磁
気
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
購

入
し
た
が
、
効
果
が
な
い
の
で
返
品
し
た
い
。

注
意
点

・
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
は
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

　

ト
セ
ー
ル
ス
に
当
た
り
、
契
約
か
ら
３
日
後
だ

　

っ
た
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続
き
を
取

　

ら
れ
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

　

予
約
後
に
不
慮
の
事
故
や
病
気
、
そ
の
他
の
都

合
で
キ
ャ
ン
セ
ル
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

注
意
点

・
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る
時
期
や
キ
ャ
ン
セ

　

ル
料
の
有
無
は
、
業
者
が
独
自
に
設
定
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き

　

ま
し
ょ
う
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
平
均
的
な
損
害
額
を
超
え
て

　

過
料
な
場
合
は
、
無
効
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

　

ま
す
。
詳
し
く
は
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

そ
の
１
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　
格
安
航
空
券
を
申
し
込
ん
だ
ら

そ
の
２
　
バ
ス
旅
行
の
途
中
で
思
い
が
け
な
い

　
　
　
　
買
い
物
を
し
て
し
ま
っ
た

そ
の
３
　
ホ
テ
ル
や
旅
館
を

　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合

　

10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
た
こ

と
に
関
連
し
て
、
不
審
な
電
話
等
に
関
す
る
相

談
が
全
国
で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
審
な
電

話
は
す
ぐ
に
切
り
、
来
訪
が
あ
っ
て
も
断
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

事
例
①
行
政
機
関
を
名
乗
り
口
座
番
号
を
取

　
　
　
　

得
し
よ
う
と
す
る
不
審
な
電
話

　
　
　

②
行
政
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
資
産
な

　
　
　
　

ど
の
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
訪
問

　
　
　

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
を
う
た
う
業

　
　
　
　

者
か
ら
の
不
審
な
電
話

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

　

不
審
な
電
話
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

帖
佐
美
行
（
本
名
は
良
行
）
は
、
大

正
４
年
（
１
９
１
５
）
３
月
25
日
に
、

７
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
山
崎
村
山
崎

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
絵

を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
13
歳
に
な
る

と
東
京
で
教
員
を
し
て
い
た
長
兄
を
頼

っ
て
上
京
し
ま
し
た
が
、
芸
術
家
を
志

し
て
彫
金
師
で
あ
る
小
林
照
雲
に
弟
子

入
り
し
ま
し
た
。
25
歳
の
時
に
当
時
東

京
美
術
学
校
で
彫
金
の
教
授
を
し
て
い

た
海
野
清
に
師
事
し
、
生
涯
を
彫
金
一

筋
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
昭
和
32
年
に

は
日
展
の
審
査
員
や
評
議
員
を
務
め
、

昭
和
53
年
に
は
日
本
新
工
芸
家
連
盟
を

結
成
し
、
の
ち
に
会
長
に
就
任
し
ま
す
。

　

多
く
の
功
績
か
ら
、
昭
和
62
年
に
は

文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
、
平
成
５
年
に

は
文
化
勲
章
を
受
章
。
平
成
14
年
９
月
、

87
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
制

作
し
た
作
品
は
千
点
以
上
に
及
び
、
国

内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
役
場
本
庁
１
階
に
展
示
し
て

あ
る
レ
リ
ー
フ
『
田
園
』
（
昭
和
40
年

作
）
は
、
昭
和
44
年
に
宮
之
城
町
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
田
ん
ぼ
の
中
で
寄

り
添
う
５
羽
の
カ
ラ
ス
に
は
、
未
来
の

幸
福
を
求
め
て
助
け
合
う
人
間
の
美
し

さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
翌
年
、
宮
之
城
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の
功
績
を
称
え
、

日
本
新
工
芸
家
連
盟
と
の
共
催
で
「
美

を
求
め
て
〜
帖
佐
美
行
特
別
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
生
誕
百
周
年
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
特
別
展
『
帖
佐
美
行
生
誕
百
周

年
記
念
展
』
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

☆
特
別
展
開
催

■
期
間

  

11
月
21
日
か
ら
12
月
６
日
ま
で

■
場
所
　 

  

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
４
０

■
休
館
日　

 

月
曜
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

い 

や 

や

ルビ2
あり



　

子
ど
も
を
守
る
べ
き
立
場
に
あ
る
保

護
者
な
ど
に
よ
る
「
子
ど
も
へ
の
虐

待
」
が
現
在
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
を
す
る
人
が
、
地
域
に
住
ん

で
い
る
人
々
や
身
近
な
相
談
機
関
と
か

か
わ
る
こ
と
は
、
虐
待
の
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。
家
庭
や
地
域
が
お
互
い
に

か
か
わ
り
あ
っ
て
、
社
会
全
体
で
児
童

虐
待
を
防
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

性
的
虐
待
＝
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト
＝
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気

に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い

な
ど

心
理
的
虐
待
＝
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、

子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴

力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
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【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202
　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　     　　 ☎53-1994 

児
童
虐
待
と
は
…

気
づ
く
・
つ
な
ぐ
・
支
え
る
・
み
ん
な
の
命

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

か
け
が
え
の
な
い
一
人
一
人
の
大
切
な
命

み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●鶴田中央公民館図書室●屋地楽習館図書室 ●こども図書館～えほんの森～

　これまでも色々なしかけ絵本を見て

きましたが、この絵本は群を抜いてい

ました！ページをめくるたびに、タツ

ノオトシゴがゆらめいたり、タコが踊

ったり。子どもたちも歓声をあげなが

ら、何度もページをめくったり戻した

りし、家族で楽しめました。ぜひたく

さんの方にも楽しんでほしい絵本です。

（Ａ・Ｍ　２児の母さん）

　子どものアルバムをかわいく飾り残

そうと思い見つけた折り紙の本です。

ディズニーのキャラクター等たくさん

載っていて、簡単に折れる作品もあり、

出来上がりは大人も子どもも喜べます。

他シリーズもありますので、親子で楽

しんでみてください。

（Ｙ・Ｈのママさん）

　５秒見たらなんでも覚えちゃう小説

好き。でも血の出る推理小説なんて読

めない大学生と、推理小説が大好きで

好奇心旺盛なしっかり者の中学生が、

様々な事件を平和に解決するライトミ

ステリーです。推理小説ですが内容が

ほのぼのとしているので、中学生でも

読みやすいです。ぜひ手に取ってみて

ください（続編、僕と先生もありま

す）。（中学生　Ｋ．Мさん）

保育所

わんぱくキッズ

鶴田幼稚園
　12月１日（火）～

　　　11日（金）

０歳～小学校

入学前の子ども

さつま町役場

☎53－1111

本庁　福祉課

子育て支援係

支所

町民福祉係

教育委員会

教育総務課

鶴田幼稚園

☎55-9950

宮之城聖母

幼稚園

☎53-0602

満４・５歳児

（H22.4.2～　

　H24.4.1生ま

  れの子ども）

満３歳～就学前

までの子ども

※３歳の誕生日か

ら入園できます。

　11月２日（月）～ 随時
宮之城聖母幼稚園

※仕事等の都合で、町外の保育所の利用を

希望される方は、別途ご相談ください。

山崎保育園

佐志保育園

つるだ同朋子ども園

しび保育園

太陽保育園

信教寺保育園

吉祥園保育所

保育園クオラキッズ

旭保育園

上宮保育園

恵光保育園

錦光保育園

募集する施設名 対象者 お問い合わせ先入所願書等受付・申込期間

11月16日（月）から、本庁

福祉課子育て支援係・各支

所町民福祉係にて資料の配

布を行います。

【 申込受付期間 】

　 12月１日（火）～　　

　　　 11日（金）

※現在保育所等に入所して

いる児童は、申込みの必要

はありません（ただし、保

育所を変える場合のみ申込

みが必要です）。

幼稚園

事業所内
保　育

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
、

子
ど
も
虐
待
を

防
止
す
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【屋地楽習館図書室】

　キャリア30年のスタイリストが提案

する、シンプルな暮らし。本当に自分に

必要なものは何か、真のおしゃれとは何

かを教えてくれる一冊です。

服を買うなら、
　　　捨てなさい

ヨーコさんの
“言葉”

鬼神の如く-黒田叛臣伝-

【鶴田中央公民館図書室】

へんなおでん

　戦う相手は殿でも、ましてや将軍

家でもない。神君家康公だ。天下の

逆臣・栗山大膳が仕掛ける前代未

聞、一世一代の大戦！〈黒田騒動〉

を舞台に、まことの忠義を描く著者

会心の歴史長編です。

森の本やさん

地曳　いく子 著 

（宝島社）【一般書】

ちょっと具合のわるいときの子どものごはん
婦人之友社 編 　指導／若江恵利子（小児科医）

（婦人之友社）　【一般書】

はらぺこめがね 著

（グラフィック社）【絵本】

佐野　洋子 文

 （講談社）【一般書】

【こども図書館～えほんの森～】

葉室　麟 著

（新潮社）【一般書】
肥田　美代子 文

小泉　るみ子 絵 

（文研出版）

　【絵本】

利用者おススメの本を紹介します！利用者おススメの本を紹介します！

オーシャン

キャロル・カウフマン 文
（大日本絵画）
【しかけ絵本】

坂木 司 著
（双葉社）
【一般書】

先生と僕

いしばし  なおこ 著
（ブティック杜）

【児童書】

ディズニー
　折り紙あそび

スタンプカード配布：11月10日（火）まで　　　※期間中１人１枚（対象：小学生以下）

スタンプ押印：11月29日（日）まで　　　

内        容：貸出１冊ごとにスタンプを１個押します。スタンプ20個でプレゼントと交換！

～
み
ん
な
で
防
ご
う
子
ど
も
へ
の
虐
待
～

＊
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が

　
い
た
ら
。

＊
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
。

＊
子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
。
　

役
場
や
児
童
相
談
所
の

窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

◎
福
祉
課
　
子
育
て
支
援
係 

　
　
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
１
３
６
）

◎
児
童
相
談
所
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
１
８
９
（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）

　
（
お
住
ま
い
の
地
域
の

　
　
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

新たに保育所を利用される方

願書配布は10月１日から
行っております。
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■
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
の

　
　 

お
知
ら
せ
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本
年
12
月
ま
で
に
家
屋
（
倉

庫
、
車
庫
を
含
む
）
を
新
築
さ

れ
た
方
で
、
税
務
課
資
産
税
係

か
ら
家
屋
調
査
の
案
内
が
な
い

方
は
、
税
務
課
資
産
税
係
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
来
年
度
か
ら

課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　　

本
年
12
月
ま
で
に
家
屋
を
取

り
壊
さ
れ
た
方
は
、
速
や
か
に

「
家
屋
滅
失
届
」
を
税
務
課
資

産
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
な
い
と
、
翌
年
度
以

降
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　　

太
陽
光
発
電
設
備
は
償
却
資

産
に
該
当
し
、
固
定
資
産
税
の

課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
（
た
だ
し
、
10
k
W
未

満
で
、
個
人
住
宅
用
に
設
置
し

て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
は
課

税
対
象
外
で
す
）
。

　

課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、

毎
年
１
月
末
ま
で
に
償
却
資
産

の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
課
税
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
で
も
事
業
を
営

ん
で
い
る
限
り
、
償
却
資
産
の

申
告
は
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
す
る
太
陽
光
発
電
設
備

が
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
課
税
対
象
と
な
る
か
分
か
ら

な
い
場
合
や
申
告
方
法
等
に
つ

い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
敷
地
は
、
現
況
に
合
わ
せ
て

課
税
地
目
の
変
更
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
償
却
資
産
と
は
？

　

製
造
や
小
売
、
農
業
な
ど
の

事
業
を
個
人
又
は
会
社
で
営
ん

で
い
る
方
が
所
有
し
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
構
築
物
や
機
械
、
運
搬
具
、

備
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
を
い

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

資
産
税
係

（
内
線
２
１
１
５
・
２
１
１
６
）

　

　　

国
税
の
電
子
申
告
（
e-

T
a
x
）

な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
電

子
証
明
書
を
発
行
さ
れ
て
い
て
、

平
成
27
年
度
中
に
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、

新
し
い
電
子
証
明
書
の
発
行
・

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
電
子

証
明
書
が
標
準
搭
載
さ
れ
ま
す

　

来
年
１
月
か
ら
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
交
付
及
び
新
た
な
電
子

証
明
書
の
発
行
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
電

子
証
明
書
が
標
準
搭
載
さ
れ
、

11
月
か
ら
交
付
の
申
請
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
交
付
申
請
が

集
中
し
た
場
合
、
カ
ー
ド
の
作

成
に
時
間
を
要
し
、
交
付
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
確
定
申
告
に
間
に
合
わ
な
い
？

　

確
定
申
告
を
控
え
た
時
期
に
、

現
行
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
に
搭
載
さ
れ

た
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
満

了
を
迎
え
る
方
が
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
る
電
子
証

明
書
で
確
定
申
告
を
行
え
る
よ

う
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
を
行
っ
た
場
合
、
確
定
申
告

を
行
う
期
間
に
交
付
が
受
け
ら

れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
住
基
カ
ー
ド
は
ど
う
な
る
の
？

　

今
お
持
ち
の
住
基
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
又
は
搭
載
し
て
あ
る

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
の
ど

ち
ら
か
早
い
日
ま
で
は
電
子
証

明
書
が
使
え
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書

の
更
新
を
希
望
す
る
方
は
、
12

月
22
日
（
火
）
ま
で
に
、
本
庁

町
民
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
環
境
課　

町
民
係

　

（
内
線
２
１
２
３
）

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
27
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
金
額

で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ

け
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家

族
（
お
子
さ
ま
等
）
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払

っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料

も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
平
成
27
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
皆
様
に
、
11
月
上
旬
に
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
時
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※

平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は

じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２

月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
２
７
６

　
　

自
動
音
声
案
内
②

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
３
生
）
健
診

　

11
月
18
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
３
生
）
育
児
相
談

　

11
月
20
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
24
．
９
生
）
健
診

　

11
月
25
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
Ｈ
u
g
く
み
る
ー
む　
　
　

（
２
か
月
児
と
マ
マ
の
た
め
の

育
児
相
談
）
（
Ｈ
27
．
９
生
）

　

12
月
１
日
（
火
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
前
10
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
７
生
）
健
診

　

12
月
２
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
８
生
）
歯
科
健
診

　

12
月
３
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

12
月
４
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

・
11
月
16
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
12
月
７
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
妊
娠
届
出
書
・
健
康
保
険

証
・
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
む
し
歯
予
防
の
日

（
フ
ッ
化
物
塗
布
）　

　

11
月
18
日
（
水
）

　

11
月
25
日
（
水
）

　

12
月
３
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

12
月
11
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

　

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　
・
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期

・
介
護
保
険
料
第
５
期

【
納
期
限
11
月
30
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　　
　

　

新
規
会
員
募
集
の
入
会
説
明

会
を
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
定

例
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

人
生
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
生
活
の
お
手
伝
い

や
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
、
生
き
が
い
あ
る
人
生
の

一
助
と
さ
れ
た
い
方
は
大
歓
迎

で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
60

歳
以
上
の
方
は
、
事
前
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

■
11
月
の
入
会
説
明
会

　

11
月
17
日
（
火
）

　

午
前
９
時
か
ら

　

午
前
11
時
30
分
ま
で

■
会
場

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象
者

　

60
歳
以
上
の
町
民

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
６
３

　　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

《
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
》
　

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た
言

葉
で
、
政
府
が
管
理
運
営
す
る

強
制
保
険
制
度
で
す
。

※
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し

て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業

種
・
規
模
等
を
問
わ
ず
労
働
保

険
の
適
用
事
業
と
な
り
、
事
業

主
は
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
や

各
種
届
出
を
労
働
保
険
事
務
組

合
等
に
委
託
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。

　

お
済
み
で
な
い
事
業
主
の
方

は
、
お
早
目
に
加
入
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城

　

☎
（
53
）
０
１
５
３

・
川
内
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
３
２
２
５

　

「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」

は
、
高
校
・

大
学
な
ど
に

入
学
・
在
学

す
る
お
子
さ

ま
を
お
持
ち

の
ご
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

（
お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
３
５

０
万
円
以
内
、
ご
返
済
期
間
は

15
年
以
内
）
で
す
。

　

母
子
家
庭
、
世
帯
年
収
２
０

０
万
円
（
所
得
１
２
２
万
円
）

以
内
の
方
な
ど
に
対
す
る
利
率

低
減
措
置
な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６
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平
成
27
年
８
月
末
現
在
、
全

国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ

て
い
る
者
は
、
凶
悪
事
件
な
ど

で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し
て
い

る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
始

め
と
し
て
、
約
７
２
０
人
に
上

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、

暴
行
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、

横
領
等
の
事
件
に
関
し
て
指
名

手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
行

を
行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯

罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、

11
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を

挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
う
こ
と

と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
検
挙

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に

向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
県
民

の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似

た
人
を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情

報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察

に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

　

さ
つ
ま
警
察
署
で
は
、
平
成

23
年
に
決
定
し
ま
し
た
「
鹿
児

島
県
警
察
に
お
け
る
地
域
警
察

の
体
制
強
化
に
向
け
た
再
編
整

備
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
来

年
３
月
末
に
佐
志
、
平
川
、
鶴

田
、
永
野
の
４
駐
在
所
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
、
交
番
・
駐
在

所
の
管
轄
区
域
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
夜
間

に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
、
夜
間
の
事

件
・
事
故
へ
の
迅
速
的
確
な
対

応
や
、
パ
ト
カ
ー
の
24
時
間
運

用
に
よ
る
防
犯
活
動
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
つ
ま
町
の

皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
警
察
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
警
察
署

　

☎（
53
）０
１
１
０

　

バ
イ
ク
は
、
バ
イ
ク
メ
ー
カ

ー
等
が
実
施
し
て
い
る
二
輪
車

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
は
車
両
本
体
価
格
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
（
廃
棄
時
無
料
）
。

　

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用

に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
（
３
０
０
０
）
０
７
２
７

・
公
益
財
団
法
人
自
動
車
リ
サ

　

イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー

　

　　

建
築
・
造
園
・
家
具
な
ど
、

製
品
や
製
作
過
程
、
熟
練
の
技

を
実
際
に
見
た
り
触
れ
た
り
し

て
、
技
能
の
す
ば
ら
し
さ
・
楽

し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る

技
能
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

・
11
月
14
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

・
11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

（
鹿
児
島
市
山
下
町
14-

50
）

■
主
な
催
し

　

技
能
体
験
教
室
、
職
業
訓
練

生
等
が
製
作
し
た
製
品
の
展

示
・
即
売
、
職
業
訓
練
校
の
紹

介
、
か
ん
な
削
り
コ
ン
テ
ス
ト
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ッ
ト
な
ど

■
入
場

　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
技
能
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
県
職
業
能
力
開
発
協
会

内
）

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

・
県
庁
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
１
９

『
平
和
を
、
仕
事
に
す
る
』

■
募
集
資
格
　
　

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国

籍
を
有
し
て
い
る
健
全
な
方

■
採
用
予
定
　
　

　

数
十
名

■
受
付
期
間
　
　

　

10
月
19
日
（
月
）
か
ら

　

11
月
30
日
（
月
）
必
着

■
試
験
期
日
・
場
所
　
　

・
12
月
11
日
（
金
）

　

鹿
児
島
県
大
島
支
庁

・
12
月
12
日
（
土
）

　

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
９
９
（
２
５
３
）
８
９
２
０

・
薩
摩
川
内
出
張
所　

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
４
０
１

　　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
、

税
を
考
え
る
週
間
で
す
。

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、

国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持

っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の

必
要
性
や
使
い
み
ち
を
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
皆
様
の
税
に
対
す
る
理

解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
「
税
の
役
割
と
税

務
署
の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
適
正
・
公
平
な
課
税
及
び

徴
収
の
実
現
に
向
け
た
国
税
庁

の
取
組
や
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源

泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で

す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
一
年
間
の
合
計
額

と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対

す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い

の
が
普
通
で
す
。
こ
の
た
め
、

源
泉
徴
収
税
額
の
過
不
足
分
を

精
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
「
年
末
調
整
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
納

税
を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ

れ
る
た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶

養
親
族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告

を
正
し
く
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

■
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

伴
い
、
給
与
所
得
者
は
平
成
28

年
1
月
以
後
に
給
与
の
支
払
者

に
提
出
す
る
「
給
与
所
得
者
の

扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告

書
」
に
、
給
与
所
得
者
本
人
、

控
除
対
象
配
偶
者
、
控
除
対
象

扶
養
親
族
等
の
個
人
番
号
を
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
12
月
以
前
で
あ
っ

て
も
、
個
人
番
号
を
記
載
し
た

「
平
成
28
年
分
の
給
与
所
得
者

の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告

書
」
を
提
出
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
税
務
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
８
３
０

　

※
自
動
音
声
案
内

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　

ど
ん
な
人
の
、
ど
ん
な
悩
み

に
も
寄
り
添
っ
て
、
一
緒
に
解

決
す
る
方
法
を
探
し
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

生
活
、
仕
事
、
住
居
、
自
殺

念
慮
、
心
、
家
庭
、
お
金
、
病

気
、
障
が
い
、
犯
罪
、
性
、

Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
、
子
ど
も
、
法

律
・
法
的
手
続
き
、
行
政
・
そ

の
他
の
諸
手
続
き
、
教
育
、
人

間
関
係
、
外
国
籍
、
被
災
地
・

原
発
、
そ
の
他

　

電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
お
電
話
く
だ
さ

い
。

■
連
絡
先

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０-
２
７
９-

３
３
８

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

つ
な
ぐ　

さ
さ
え
る
）

　　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま

す
。
相
談
し
た
い
こ
と
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

１　

暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い

　

る
こ
と
、
気
持
ち
や
悩
み
を

　

聞
い
て
欲
し
い
方　

２　

外
国
語
に
よ
る
相
談

３　

性
暴
力
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

　

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
女
性

　

の
相
談

４　

性
別
や
同
性
愛
に
関
わ
る

　

相
談

５　

自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
思
い

　

悩
ん
で
い
る
方

８　

被
災
者
の
方
で
困
っ
て
い

　

る
方

※

24
時
間　

通
話
料
無
料

　

携
帯
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
、
公

衆
電
話
か
ら
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
産
業
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
等
の
根
絶
を
図

る
た
め
、
毎
年
11
月
を
「
不
法

投
棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
不
法

投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不
法

投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

■
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す

　

こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ

な
い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話

を
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不

法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を

発
見
し
た
ら
、
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
連
絡
先

・
お
近
く
の
地
域
振
興
局
（
支

　

庁
）
保
健
福
祉
環
境
部

・
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

　

対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
８
１
０

　　　　

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    85件

　運んだ人      81人

◆内 訳

　急　　病 43件 41人

　交通事故  9件  8人

　そ の 他 33件 32人

◆発生件数　　2件

　内訳　建物  2件

９月の火災・救急情報

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル

指
定
引
取
場
所

廃棄二輪車取扱店

廃棄二輪車取扱店へ運
搬委託する場合は、運
搬料金が必要

ユ
ー
ザ
ー

直接持込む場合は無料

二輪車リサイクルシステム

自衛隊鹿児島地方協力本部
（イメージキャラクター）

コウクン カイクン

リックン

ホーム
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点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/11月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

　

休
み
中
は
学
童
保
育
に
行
き
た

く
な
い
と
い
う
小
３
の
孫
娘
を

東
京
か
ら
預
か
り
、
毎
日
の
よ
う
に
湯

田
区
湯
に
行
き
ま
し
た
。
８
才
と
い
え

ど
「
レ
デ
ィ
」
に
近
づ
き
、
一
人
で
女

湯
を
使
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
温
泉
に

入
る
小
さ
い
女
の
子
を
心
配
し
た
お
ば

ち
ゃ
ん
達
が
色
々
世
話
を
や
い
て
く
れ

る
ら
し
く
、
み
ん
な
が
や
さ
し
く
し
て

く
れ
る
と
嬉
し
そ
う
で
す
。
た
だ
鹿
児

島
弁
は
理
解
で
き
な
い
と
の
こ
と
。
そ

う
い
う
時
は
「
な
ん
ち
‼
」
と
聞
き
な

さ
い
と
教
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
意

味
不
明
ら
し
い
。
来
年
４
年
生
か
ら
は

学
童
保
育
は
無
い
と
の
こ
と
。
夏
休
み

に
長
く
帰
省
す
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
（
育
爺　

66
歳
男
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

優
し
い
お
ば
ち
ゃ
ん
達
に
可
愛
が
っ

て
も
ら
え
て
、
と
て
も
素
敵
な
思
い
出

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
来
年
は
鹿
児

島
弁
も
マ
ス
タ
ー
で
き
る
と
い
い
で
す

ね
。　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

民
文
化
祭
が
鹿
児
島
県
で
行
わ

れ
る
に
伴
い
、
さ
つ
ま
町
で
も

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
中
で
も
郷
土
芸

能
祭
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
ほ
か
に

も
見
ど
こ
ろ
満
載
で
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
素
晴
ら
し
い
企
画
を
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
ス
マ
イ
ル　

66
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

国
民
文
化
祭
で
は
、
普
段
で
き
な
い

体
験
が
き
っ
と
で
き
る
は
ず
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
に
行
っ
た
感
想
な
ど
ぜ
ひ
教
え

て
く
だ
さ
い
ね
。（
秘
書
広
報
係 　

  

）

崎
か
ら
里
帰
り
出
産
の
た
め
、

さ
つ
ま
町
へ
２
年
ぶ
り
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
無
事
７
月
27
日
に
女
の

子
（
第
一
子
）
を
産
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
町
報
は
懐
か
し
く
、
９
月
号
の

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
は
私
も
通
っ

て
い
た
佐
志
保
育
園
の
こ
と
も
載
っ
て

お
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
紙
面
に
あ
っ

た
夏
祭
り
の
こ
と
や
写
真
を
見
て
、
母

と
も
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
子
ど
も
を

産
ん
で
気
付
い
た
の
で
す
が
、
今
住
ん

で
い
る
地
域
に
は
広
報
紙
が
な
く
、
病

院
の
案
内
や
健
診
の
予
定
な
ど
も
一
目

で
分
か
る
さ
つ
ま
町
の
広
報
紙
は
と
て

も
助
か
る
な
ぁ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
宮
崎
に
帰
り
ま
す
が
、
ま
た
町
報

を
楽
し
み
に
帰
省
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
な
っ
ち
ゃ
ん
マ
マ　

29
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

ご
出
産
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
に
も
な
っ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん

が
生
ま
れ
育
っ
た
さ
つ
ま
町
の
良
さ
を

た
く
さ
ん
伝
え
て
く
だ
さ
い
ね
。　
　

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

報
さ
つ
ま
が
毎
月
届
く
の
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
読
む

人
の
立
場
に
た
っ
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、

神
戸
で
生
活
し
て
い
る
私
も
参
考
に
し

て
い
ま
す
。
１
５
０
万
都
市
の
神
戸
市

広
報
紙
は
内
容
が
盛
り
沢
山
に
な
っ
て

重
要
な
こ
と
を
見
過
ご
す
こ
と
が
多
い

で
す
。
広
報
さ
つ
ま
を
手
に
す
る
た
び

に
つ
な
が
り
を
持
て
て
良
か
っ
た
な
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
‼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
Ｔ
．
Ｋ　

77
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
が
広
報
紙
作

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

の
大
好
き
な
花
「
彼
岸
花
」
。

９
月
の
ひ
が
ん
花
祭
り
は
仕
事

で
行
け
ず
…
。
休
み
の
天
気
の
い
い
日

に
、
ふ
と
思
い
つ
き
初
め
て
柊
野
の
彼

岸
花
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
さ
つ
ま
町

に
こ
ん
な
素
敵
な
景
色
が
あ
る
な
ん
て
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
「
さ

つ
ま
町
」
、
ま
た
探
検
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
11
月
の
国
文
祭
、
た
く
さ
ん
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
に
会
え
る
の
を
も
の

す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク

ワ
ク
！　

　
　

（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ま
る　

22
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

町
の
魅
力
、
知
ら
な
い
ま
ま
で
は
も

っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
も
皆

さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

※

文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
添
削
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

花 濵

濵

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金

で
整
備
さ
れ
る
も
の
で
、
毎
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

の
活
動
に
対
し
助
成
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
求
名
区
公
民
館
と
虎
居
区
公
民
館
が

助
成
を
受
け
、
様
々
な
地
域
行
事
で
活
用
さ
れ
る
音

響
設
備
等
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
活

動
が
充
実
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
よ

り
一
層
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

10月子牛せり市結果　期日：10月５日(月)～６日(火） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 274 613,179 278

299

289

658,091

637,304

1,153,000

921,000

1,153,000

168,011,000

209,273,000

377,284,000

318

592

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対９月分）

   1,240円高値

  26,707円安値

　14,948円安値

求名区に導入されたグラウンドゴルフセット

■お問い合わせ先
　企画財政課
　企画係（内線2224）

虎居区に導入された音響設備

花濵



ちゃん

毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２6年１１月２日生

両親から一言

む ら お か か ぐ ら

角郷公民会

村岡 神楽

父　　誠　 さん

母　勝　美 さん

24広報さつま25 広報さつま

９
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分
（
３
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

９
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分
（
27
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

【応募締切】
  11月25日(水)消印有効

プレゼント

お便りをお寄せくださった方
の中から、５人にプレゼント。
たくさんのご応募お待ちして
おります♪

読者プレゼント

を差し上げます！

要
望
活
動

 

来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
国

に
お
い
て
は
既
に
各
省
庁
の
概
算
要

求
も
行
わ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い

よ
年
末
に
か
け
て
財
務
省
と
の
攻
防

が
本
格
的
に
始
ま
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
地
方
に
お
い

て
も
様
々
な
政
策
課
題
を
掲
げ
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
要
望
活
動
を
精
力

的
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
民

主
党
政
権
の
時
は
、
陳
情
・
要
望
先

は
党
の
受
付
本
部
に
一
本
化
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
伝
わ
っ
て

い
た
か
定
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
、
再
び
自
民
党
政
権
に
な
り
、

今
で
は
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
政

権
与
党
の
自
民
党
本
部
、
各
省
庁
に

対
し
、
個
々
の
政
策
課
題
に
つ
い
て

は
個
々
に
、
共
通
す
る
課
題
に
つ
い

て
は
そ
の
組
織
・
団
体
で
直
接
要
望

の
趣
旨
・
必
要
性
を
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
要
望
先
の

反
応
も
直
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
手
応
え
を
感
じ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

国
も
財
政
再
建
と
経
済
成
長
と
い

う
両
睨
み
の
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
要
望
す
る
側
も
そ
れ
な
り
の
創

意
工
夫
と
効
果
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

きりとり線

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）町長の動静 （平成27年９月）

中身は届いてからのお楽しみ！

QRコード

【お問い合わせ先】
商工観光課　観光係
☎５３－１１１１
　（内線２２８２）

※投票にはIDが必要です。
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日
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日
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日
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日
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日
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月
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水
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木
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金
）
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土
）

（
火
）

（
水
）

職
員
朝
会　

▽
町
畜
産
品
評
会
（
薩
摩
地
区
）　

▽
町
水
道
運
営
委
員
会

町
交
通
安
全
町
民
運
動
推
進
協
議
会

来
客
対
応
（
さ
つ
ま
建
友
会
会
長
・
副
会
長
）　

▽
町
畜
産
品
評
会
（
鶴
田
地
区
）

第
24
回
暴
力
追
放
県
民
大
会
（
薩
摩
川
内
市
）　

▽
移
住
定
住
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
撮
影

一
般
質
問
協
議　

▽
「
ゾ
ー
ン
30
」
運
用
開
始
式

町
畜
産
品
評
会
（
宮
之
城
地
区
）　

▽
議
会
全
員
協
議
会

さ
つ
ま
町
出
身
県
庁
職
員
と
の
交
流
会
（
鹿
児
島
市
）

葬
儀

さ
つ
ま
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

▽
コ
ス
モ
ス
歌
謡
教
室
発
表
会

一
般
質
問
協
議　

▽
別
野
公
民
会
道
路
愛
護
全
国
表
彰
伝
達
式

９
月
補
正
予
算
記
者
発
表　

▽
来
客
対
応
（
北
薩
森
林
管
理
署
長
）

９
月
議
会
定
例
会
開
会
（
議
案　

条
例
改
正
３
・
補
正
予
算
５
）　

▽
出
郷
者
と
の
懇
談
会

日
特
寄
附
金
贈
呈
式　

▽
日
特
消
防
団
総
務
大
臣
賞
受
賞
報
告　

来
客
対
応
（
日
本
森
林
林
業
振
興
会
熊
本
支
部
長
・
鶴
田
ダ
ム
管
理
事
務
所
長
ほ
か
）

９
月
議
会
定
例
会
（
一
般
質
問
４
人
）　

▽
来
客
対
応
（
川
内
川
河
川
事
務
所
長
）

９
月
議
会
定
例
会
（
総
括
質
疑
）　

▽
葬
儀

県
議
会
（
議
長
・
副
議
長
）
・
県
庁
訪
問
（
県
知
事
、
土
木
部
長
、
土
木
関
係
課
、
財
産
活
用
室　

鹿
児
島
市
）

薩
摩
中
学
校
体
育
祭　

▽
結
婚
披
露
宴
（
鹿
児
島
市
）

葬
儀
（
旧
薩
摩
町
助
役　

久
木
元
氏
）

来
客
対
応
（
さ
つ
ま
警
察
署
次
長
）　

▽
文
教
経
済
・
総
務
厚
生
委
員
会

総
務
厚
生
委
員
会
町
長
総
括　

▽
９
月
補
正
町
長
査
定

神
子
愛
林
同
好
会
60
周
年
記
念
式
典

川
薩
地
区
畜
産
共
進
会　

▽
南
日
本
政
経
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

職
員
朝
会　

▽
さ
つ
ま
町
腎
友
会
要
望
対
応　

▽
さ
つ
ま
園
敬
老
会

決
算
監
査
結
果　

監
査
委
員
と
の
意
見
交
換　

▽
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
嘱
状
交
付

川
薩
畜
産
共
進
会
出
品
者
反
省
会
・
県
共
進
会
出
品
者
壮
行
会

県
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
川
薩
支
部
全
員
交
流
会

大
石
神
社
秋
季
大
祭
（
金
吾
様
踊
り
）　

▽
宮
之
城
屋
地
区
公
民
館
・
栗
野
公
民
会
運
動
会

白
男
川
小
・
泊
野
小
・
平
川
小
学
校
最
後
の
運
動
会

敬
老
祝
賀
会
（
宮
之
城
屋
地
区
・
船
木
区
）

柊
野
ひ
が
ん
花
祭
り

秋
の
交
通
安
全
５
０
０
人
立
哨　

▽
建
物
火
災
見
舞　

▽
三
役
調
整
会
議

秋
の
交
通
安
全
運
動
・
地
域
安
全
運
動
決
起
大
会

課
長
会　

▽
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
出
品
者
激
励

町
総
合
振
興
計
画
審
議
会　

▽
異
業
種
交
流
会

鶴
田
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
（
28
日
ま
で　

青
森
県
）

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

▽
町
た
け
の
こ
生
産
振
興
会
総
会

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
講
演
会
（
鹿
児
島
市
）

議
会
全
員
協
議
会　

▽
県
畜
産
共
進
会
出
品
者
激
励　

▽
北
薩
地
域
行
政
懇
話
会

久
保
　
咲
絢
　
　 

祐
也
　 

愛
宕

長
井
　
陽
優
　
　 

優
太
郎 

町
頭

髙
橋
　
来
輝
　
　 

健
児
　 

新
岩
元

男 男 女

滿
園
　
キ
ミ
　
84
　
鶴
田
大
角

柳
田
フ
サ
ヱ
　
87
　
中
間

石
橋
　
光
男
　
75
　
船
木
東

松
田
　
重
藏
　
87
　
東
町

山
下
い
つ
子
　
90
　
一
ツ
木

杉
元
　
和
正
　
53
　
下
平
川

下
野
　
テ
ル
　
96
　
荒
瀬

酒
匂
　
丸
美
　
91
　
甫
立

新
地
　
敏
博
　
86
　
新
岩
元

　
園
　
梅
子
　
94
　
池
之
野

川
畑
喜
久
夫
　
55
　
下
手

平
野
千
代
子
　
94
　
あ
な
が
わ

新
地
　
郁
子
　
86
　
新
岩
元

岩
元
　
司
郎
　
74
　
湯
田
中

下
松
八
重
サ
チ
子
89
　
武
白
猿

下
野
ア
キ
エ
　
94
　
荒
瀬

田
島
ツ
キ
ヱ
　
86
　
紫
尾
上

簗
川
　
實
光
　
89
　
熊
田

山
下
　
寛
幸
　
75
　
尾
原

大
囿
ト
キ
ヱ
　
88
　
柊
野
上
向
江

福
囿
　
利
己
　
86
　
京
塚
原

山
内
　
一
子
　
85
　
船
木
下

今
西
　
ヱ
イ
　
76
　
五
日
町

黒
鳥
　
勝
則
　
70
　
黒
鳥

大
迫
　
　
子
　
85
　
角
郷

寺
﨑
　
　
子
　
86
　
湯
田
上

外
囿
　
幹
夫
　
88
　
五
日
町作り3
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広
報
さ
つ
ま

1
1
月
号

№
1
2
8

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕

〔
メ
ー

ル
ア

ド
レ
ス
〕

h
ttp

://w
w
w
.satsu

m
a- n

e
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so
- h

isy
o
ko

h
o
@
satsu

m
a- n

e
t.jp

編
集
と
発
行
　
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
 さ

つ
ま
町
役
場
 総

務
課
 

０
９
９
６
ー
５
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
２
）

平
成

2
7
年

1
1
月
５
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
５

５
円

（
税

込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

柊野小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,262人（ -28人） 

　男　　10,328人（ -15人）

　女　　11,934人（ -13人）

    世帯数　9,671世帯

 転入    61人　転出　  56人

 出生　   5人　死亡    38人

 （平成27年10月１日現在）

     （　）は前月対比

ソフトテニスの選手を目指して
　わたしは、小学校１年生の時から６年間、ソフトテニスを
続けてきました。４年生の時までは、大会の予選で苦しい思
いやくやしい思いをしてきました。でも、やっと５年生にな
って九州予選を突破し、全国大会まで行けるようになりまし
た。しかし、他の県の選手はすごく強くてなかなか勝てませ
ん。そこで、これまで以上に練習を頑張って、日本一を目指
したいです。そして、2020年に鹿児島で行われる国体の代表
に選ばれるようなソフトテニスの選手になりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

1 1　月

12　月

1 1　月

12　月

8日

15日

22日

23日

29日

6日

13日

薩摩郡医師会病院

さくらクリニック

稲津病院

クオラリハビリテーション病院

てらだ内科クリニック

鬼丸整形外科

薩摩郡医師会病院

５３－０３２６

５３－１４５１

５２－３３５５

５３－１７０４

２１－３２３２

５６－８８１１

５３－０３２６

8日

15日

22日

23日

29日

青空薬局

きりん薬局

やまだ薬局

ｍｙ薬局さつま

さし薬局

５２－０１０１

５２－２０３３

５２－４５８５

２９－３１００

２１－３６１０

☎

☎

☎

☎

☎

6日

13日

ｍｙ薬局さつま

青空薬局

２９－３１００

５２－０１０１

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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